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看護をリードする。

これまでも、現在も、これからも。



 

 

 
  

国際看護師協会（ICN）は、130 以上の各国看護師協

会（NNA）から構成され、世界中の 2,000 万人以上の

看護師を代表しています。1899年に世界で初めて設立

された国際的な保健医療専門職団体の最大の組織で

す。ICN は、看護師のために看護師によって運営さ

れ、すべての人々への質の高い看護の提供、堅実な保

健政策及び看護の知識の発展が保証し、世界的に尊敬

される看護専門職の存在と、有能で満足度の高い看護

労働力を確保するために活動しています。 

ICN のネットワークや人々とのつながりが拡大を続け

るなか、国・地域・世界の看護組織・非看護組織との

強い連携がますます重要になっています。国際的に建

設的な関係を築くことで、ICN と看護師と看護にとっ

て、現在のみならず将来にも続く強い基盤が作られて

おり、国連システムの専門機関、特に世界保健機関、

国連及び世界銀行、との協力は、世界中の看護師にと

って重要な意味を持ちます。また、幅広い国際的な非

政府組織とも密接に協力して活動しています。 

Twitter（@ICNurses）と Facebook でフォローをお願

いします。 
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目次 

120 

ICN が設立されて

から 120 年 

1,200万人以上 

全世界で働く看護師は 

1,200 万人以上 

2019 年は国際看護師協会にとって設立 120 周年。

1899 年の設立からの歩みを振り返るには、絶好の機

会です。これまで 120 年にわたり、ICN は、ケア・保

護・癒しの使命で結び付いた専門職の同朋として、世

界の看護師をひとつにしてきました。 

120 周年を記念して、ICN シンガポール大会において

ICN の歴史に関するインタラクティブな特別展を開催

し ま し た 。 ウ ェ ブ で も 閲 覧 で き ま す

（https://www.icn.ch/who-we-are/history）。 ICN の歴

史――ICN の過去、現在、未来を称える展示になって

います。 

ICN の強みは、戦争や人種差別、性差別、自然災害、

政変などにおいても貫かれる、専門職としての連帯で

す。今日も変わることなく、私たちは団結し、お互い

を支えあい、世界の看護師を代表して、看護職の発展

と看護師のウェルビーイングの向上とあらゆる政策へ

の健康の提唱をめざしています。2020年が「看護師・

助産師の国際年」とされているのは、大変誇らしいこ

とです。この特別な年の始まりにあたり、世界の保健

医療の明るい未来に続く道を拓くため、ICN は看護と

助産に大規模な投資を行うよう世界のリーダーたちに

呼びかけます。そして、様々な特別イベントを通じて

この 1 年を祝う予定です。ICN の 2020 ウェブサイト

（https://www.2020yearofthenurse.org/）をぜひご覧く

ださい。 

世界は、未だ止まぬ自然災害や人災、世界的な感染症

流行との闘いを続けています。看護師はその最前線に

います。また、世界に広がる会員組織を持つ ICN は、

会員とのコミュニケーションや、看護師ファミリーの

相互支援、保健医療従事者の保護と安全を訴えるロビ

ー活動などで中心的な役割を果たしています。 

この 2019年の『年次報告書』でもわかるように、ICN

の年間を通じた活動の多くは、看護職を強化するため

の正しい政策やプログラムの実施を確保し、安全で質

の高い負担できる価格のケアに対する患者と看護師の

権利を訴え続ける、未来を拓く活動です。各国看護師

協会の会員なくしては、その達成はありえません。会

員あってこそ、万全の態勢で活動でき、お互いを支え

あい、看護師 1 人ひとりの懸念やニーズを聞くことが

できます。あわせて、看護職の発展に力を貸してくだ

さる、Jhpiego、CGFNS、Johnson & Johnson、世界

銀行、Nursing Now、その他多くの方々に感謝申し上

げます。ご支援ありがとうございます！ 

未来に目を向け、待ち受けるたくさんのチャンスに胸

をはずませながら、ICN の過去 1 年の目標と成果をま

とめたこの報告書を共有できることは、私たちの大き

な喜びです。 

すばらしい「看護師の国際年」の 1年を！ 
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ICN は、世界の各国看護師協会（National Nurses’ Associations/ NNAs）から

構成される組織です。本部をスイス（ジュネーブ）におき、世界のあらゆる地

域から選出される看護リーダーから成る理事会によって運営されています。 

 

私達は何者なのか 

ICN 会員 
ICNは 130以上の各国看護師協会（NNA）から構成

され、世界中の何百万人もの看護師を代表していま

す。また、看護職にとって重要な問題について、こ

れらの会員協会と直接協力しています。さらに、

ICN は、多くの国際的な専門看護団体に提携資格を

与えており、これにより一定の特権と利益を付与し

ています。 

 
 

ICN は、会員に対し世界レベルでの共同行動を通じ

て、自国と世界の看護界に付加価値を提供すること

を保証し、共通の目標を達成するためのプラットフ

ォームや手段、専門職及び会員の発展をもたらしま

す。 

ICN と会員は、幅広い非政府組織、政府、政府間機

関、業界、主要な利害関係者と協力して、最大の影

響を及ぼすことを実現します。 
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ICN 事務局 

ジュネーブにある ICN の本部には、ICN の事務局長

(CEO)であるハワード・カットンが率いる、小規模な

がら専任のスタッフがいる。 

130 以上 
ICN 各国看護師協会数は 130 以上 

 

会員協会代表者会議

理事会の委員会理事会

会長

事務局長

コミュニケーション・
イベント

イベント

大会

広報

内部・外部プロ
ジェクト

スポンサーシッ
プ

看護・プログラム

プログラム

リーダーシップ

プロジェクト

会員

看護

政策

実践

財務・管理

事務局

ガバナンス

IT

HR

財政基盤
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ICN 理事会（2017 年から 2021 年） 

ICNは、ICN投票地域に基づいて選出された 14名の理

事によって統治される。理事会は、会員協会代表者会

議（CNR）の代理者として、CNR が構築した枠組み

に沿った政策を実施する。 

役員 
会長：Annette Kennedy（アイルランド）  

第 1副会長：Pamela Cipriano（アメリカ） 
第 2副会長：Thembeka Gwagwa（南アフリカ） 

第 3副会長：Sung Rae Shin（韓国） 

理事 
Fatima Al Rifai（アラブ首長国連邦）  

Karen Bjøro（ノルウェイ） 

Erika Caballero（チリ）  

Lian-Hua Huang（台湾）  

Marja Eulália Juvé（スペイン） 

Roswitha Koch（スイス）  

Ioannis Leontiou（キプロス）  

Lisa Little（カナダ） 

Brigita Skela Savic（スロバキア）  

Wu Ying（中国） 

ICN 理事会は、年に 2 回、会議を開催する。2019 年

は、5 月の ICN 大会の直前にシンガポールで、11 月末

にはキプロスで会議を開催した。11 月の会議は、欧州

地域（EURO）と東地中海地域（EMRO）の NNAs を

対象とした ICN「政策の日（Policy Day）」および第

26 回キプロス看護師助産師協会（CYMNA）会議に合

わせて開催されたものである。 

理事会には、「表彰委員会」「大会・学術集会委員

会」「定款委員会」「会員資格委員会」など、ICN の

業務の様々な側面を扱う委員会がある。また、「言語

委員会」が、理事会で使用される言語の課題を議論す

る目的で、2019 年に新たに設置された。「執行委員

会」は、ICN会長と 3名の副会長で構成される。 

ICN の使命、 3 本の柱、戦略計画

（2019 年から 2023 年） 

ICN の使命は、世界の看護を代表し、看護専門職を発

展させ、看護師のウェルビーイングを促進し、あらゆ

る政策において健康を擁護することである。 

ICN は「社会経済福祉」、「規制」、「専門職実践」

という 3 本の柱を立てている。 

ICN の 2019 年から 2023 年にかけての戦略計画は、

ICN の業務を包括する 4つの目標を掲げている。 

1. グローバルインパクト 

2. 会員のエンパワメント 

3.  戦略的リーダーシップ 

4.  革新的な成長 

持続可能な開発計画 

持続可能な開発目標（ Sustainable Development 

Goals：SDGs）は、ミレニアム開発目標（MDGs）の

後を継ぐ形で、2014年国際連合によって採択された。

世界の持続可能な開発に関する幅広い問題を網羅した

17 の目標を掲げている。健康は、「SDG 3：あらゆる

年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を

促進する」の中心に据えられており、看護はこの SDG 

3 について果たすべき大きな役割を担っている。しか

し、看護師の仕事は、教育や貧困など他の SDGs の実

現にも大きな影響力を持つ。看護師は最善の健康の達

成を手助けしたいと願う一方、その仕事には他の多く

の SDGs への対応が含まれることが多い。また、看護

師は多種多様な条件と個人・国民の健康との関連性も

理解している。よって、あらゆる環境のあらゆるコミ

ュニティーに対する一次医療提供者としての看護師

は、SDGs 達成の鍵となる存在である。つまり、政府

や世界のリーダーたちによって看護職への投資が行わ

れなければ、成功はあり得ないのである。 

ICN の活動はあらゆる側面で SDGs と重なっており、

この報告書でも SDGs のシンボルマークを使うこと

で、それを示している。 

5000+ 

2019 年大会には 5,000 人

以上が参加 

国際看護師協会 

 



 

 

 
  

世界保健機関 

ICNは、世界保健機関（WHO）との関係を発展・充実

させる取り組みをしており、本書でもその事例が多数

取り上げられている。特に WHO 事務局長 Tedros 

Adhanom Ghebreyesus 博士とは、緊密な関係を築い

ている。Tedros 事務局長は看護の重要性を公的に認

め て お り 、 WHO 主 任 看 護 官 （ Chief Nursing 

Officer）Elizabeth Iro 氏とともに、看護職の強化に尽

力している。ICN は、1948 年の WHO の設立当時から

公式の関係を持っており、公式ガイドラインの策定、

諮問グループ、Nursing Now キャンペーン、その他の

活動で WHO と協力を続けている。 

WHO 執行理事会 

ICN は、2019 年 1 月 25 日から 2 月 1 日にジュネーブ

で行われた第 144回WHO執行理事会に参加した。ICN

は、4 つの重要な議題「ユニバーサル・ヘルス・カバ

レッジ」「規格外・偽造医薬品」「国連 SDGs」「患

者安全」について意見提出の必要を認め、声明を発表

し、全世界で保健医療に果たす看護師の決定的な役割

を主張した。 

WHO執行理事会において、ICNが WHOと公式な関係

を継続することが承認され、WHO と ICN の職員が共

同で作成・提出した連携計画が承認された。さらに、

フローレンス・ナイチンゲールの生誕 200 年となる

2020 年を、「看護師・助産師の年」とする WHO 事務

局長の提案も承諾された。この提案は 5 月の世界保健

総会でも承諾された（14ページ参照）。 

世界保健総会 

世界保健総会（World Health Assembly：WHA）

は、WHOの意思決定機関である。WHO加盟各国の代

表が出席し、執行理事会が準備した特定の保健医療議

案を重点的に扱う。WHO 加盟 194 か国の保健相・高

官に加え、市民社会の代表や利害関係者が参集するこ

の重要な会議に、ICN は看護の声を代表して出席して

いる。ICN は看護師を代表に含めるよう各国政府に働

きかけるとともに、総会の期間中に看護師のランチョ

ンを開催し、世界的な政策レベルで看護職に関する意

見交換を行う機会を、看護師の代表だけでなく、非政

府組織・国際非政府組織に属する看護師にも提供して

いる。 

 

第 72 回 WHA は、2019 年 5 月 20 日から 28 日に、ジ

ュネーブの国連本部で開催された。世界の様々な地域

の保健当局の最高責任者が出席し、全体会議および一

般討論が実施された。 

ICN 目標 1：グローバルインパクト 

ICN は、「すべての人々に健康を（Health for All）」を推進す

るため、世界および地域のレベルでの保健・社会・教育・経

済に関する政策の策定と実施に対し、情報をもたらし影響力

を及ぼすことをめざします。 

国際看護師協会 

 



 

 

 
  

ICN は、30 か国以上の約 80 名からなる代表団を WHA

に派遣し、以下の議題について、意見を提出した。 
• 「持続可能な開発目標のための 2030 アジェンダ」

の実施 

• ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ―ユニバーサ

ル・ヘルス・カバレッジに向けたプライマリ・ヘル

スケア 

• 非感染性疾患の予防と管理 

• 規格外・偽造医薬品 

• 「保健医療人材の国際採用に関する WHO 世界実施

規範」 

• 難民・移民の健康の推進 

• 患者安全に関するグローバルアクション 

• 2020:看護師・助産師の国際年 

さらに、世界保健医療専門職同盟（World Health 

Professions Alliance：WHPA）会員を代表して、「ユニ

バーサル・ヘルス・カバレッジ」「保健人材の世界戦

略：労働力 2030」「12.5 患者安全―保健医療施設の上

下水道と衛生」「女性・子供・青少年の健康のための

世界戦略」についても意見を提出した。 

WHO 欧州地域 

2019 年 9 月にコペンハーゲンで開催された WHO 欧州

地域委員会に、ICN 代表が出席した。ICN は、各国看護

師・助産師協会欧州フォーラム（European Forum of 

National Nurses and Midwives Association：EFNNMA）

とともに 2 つの共同声明「リーダーシップに関する

Health 2020 の教訓」と「プライマリ・ヘルスケア強化

の加速」を提出した。また、ICNと EFNNMAは、WHO

欧州地域事務局長の候補者らに対し、欧州地域の主任

看護官の指名を公約とするよう促す書簡を作成した。

事務局長に選出された Hans Kluge 博士は、「看護と助

産に関するプログラムと、WHO 欧州における主任看護

助産官の職位の設置を公約した」。 

世界の看護の状況 

初の公表となる『世界看護状況報告書（State of the 

World’s Nursing Report）』は、保健医療制度の強化に

向けた看護・助産労働力への投資について、政策対話

や意思決定に必要なデータやエビデンスを、各国政府

や利害関係者に提供するものである。この報告書に

は、看護労働力の世界的な状況を把握するための各国

データが掲載されており、今後数年間の保健医療に関

する政策決定に対し、影響力を行使するのに役立つと

期待される。 

ICN は、2019年 5月 1日、アラブ首長国連邦保健省が

ドバイで開催した、2020 年『世界看護状況報告書』

『世界助産状況報告書』に関する地域政策対話に参加

した。この会議の目的は、報告書のための質の高いデ

ータについて看護リーダーらの意識を高め、データの

質と正当性に関する看護リーダーの役割を話し合い、

看護リーダーが直面する現在と将来の課題についての

提案を作成することである。ICN は、看護師によるエ

ビデンスに基づくケアが、健康とパフォーマンスのア

ウトカムに与える影響を評価するためには、エビデン

スと主要な指標の生成が重要であることについて講演

を行った。 

報告書に収載されるデータの提出締め切りは 9月 30日

であったが、その直前の9月 11日には、ICN、Nursing 

Now 及び WHO の共催で、『世界看護状況報告書』に

関するオンライン討議を開催した。この 3 つの組織

は、看護師に対し、保健医療の将来に影響し方向づけ

ていく強固な基礎を構築するため、政府や雇用主と協

力して最も正確な情報を報告するよう促した。 

看護師・助産師の国際年 

世界保健総会において、加盟国は 2020 年を「看護

師・助産師の国際年（YONM）」とすることで合意し

た。看護と助産が世界の人々の健康にもたらす恩恵

を、世界各国が一致して称えるという、史上初めての

出来事である。 

ICN、Nursing Now 及び WHO は、2019 年 1 年間を通

して密接に協力し、2020年の計画を準備した。YONM

に向けた戦略を策定するため WHO で行われた運営グ

ループの第 1回会議には、ICN会長も出席した。 
2019 年 11 月には YONM に関するウェビナーを

Nursing Nowが主催。ICN事務局長（CEO）のHoward 

Catton が司会し、世界中から 200 名近い看護師が参加

した。このウェビナーは、2020年に計画されている主

なイベントを概観し、個々の看護師と組織がそれぞれ

のやり方で、この特別な 1 年間にわたる祝賀を実施す

るよう激励した。11 月にはまた、南欧と中東の NNAs

がキプロスで ICNと会合し、YONM の効果を最大限に

高めるための地域戦略をまとめ、アイデアを共有し

た。参加者らは、ICN 理事だけでなく各国協会のそれ

ぞれからも、2020 年の計画について意見を聞いた。 

さらに、ICN、WHO及び Nursing Nowは、各国首脳や

コミュニティー、宗教のリーダーらに対し、新年の挨

拶の中で YONM に言及するよう求める書簡を作成。

2019 年の年末に ICN は新しいポータルサイトを開設

し、ICN と会員協会が主催するすべてのイベントを共

有することで、看護界の連携を図った。複数の ICN 理

事も、YONMを祝する動画を YouTube に投稿した。 

看護の代表 

最高レベルの意思決定に看護師の声が反映されるよう

にすることは、ICN の活動の重要な要素である。残念

ながら、保健医療政策や保健医療制度に関する計画・

開発・実行・評価に重要な役割を果たす権限を持つ、

政 府 主 任 看 護 官 （ Government Chief Nursing 

Officer：GCNO）を置かない国が多くある。主任看護

官が制度化された国でも、戦略的レベルで助言と影響

を与える権限がない国が多い。主任看護官に与えられ

る幅広い責任とリソースは、保健医療政策の策定に直

接影響を及ぼすためには不可欠である。中心人物が登

録看護師ですらない場合もある。 

国の保健医療目標を達成し、個人、家族及びコミュニ

ティーのための保健医療アクセスとアウトカムを改善

するためには、主任看護官の存在は不可欠である。主

任看護官が持つ専門知識は、保健医療政策の策定や保

健医療制度の運営に貴重な情報源となり、国民のニー

ズを適切に満たすように看護専門職を計画・調整し、

看護労働力を最適な形で利用することも可能にする。 

ジェンダー平等 

ジェンダーの平等は、2 つの理由から ICN にとって重要

な問題である。ひとつには、女性の健康・福祉・権利は

その家族とコミュニティーに直接の影響を持つため、女

性はすべての医療にとっての優先事項でなければならな

いこと。もうひとつは、看護師の圧倒的多数が女性であ

ることである。女性にとって重要な問題に対処すること

は、看護職にとってもメリットになるのである。 

デリバー・フォー・グッド（DELIVER FOR GOOD） 

ICN は、ウーマン・デリバー国際会議の主催する「デリ

バー・フォー・グッド」キャンペーンのパートナーであ

る。2019 年 6 月、世界最大のジェンダーと平等に関する

会議であるウーマン・デリバーに先立ち、ICN とカナダ

看護師協会（CNA）は、カナダ・バンクーバーにおいて

多数の利害関係者による国際会議を共催した。 ICN と

CNA は、1 日をかけて、権力と看護とアドボカシーの間

のつながり、また「ナース・デリバー」を支援する方法

の特定に重点を置いた議論を持った。世界的に女性が大

半を占める看護師は、個人・組織・制度のそれぞれのレ

ベルで、ジェンダーの不平等を経験する可能性がある。

ケアの現場から国や世界のレベルでの政策策定まで、効

果的なアドボカシーの公約の実現に向け、看護師が知

識、個人の力及び戦略を発展させられるよう支援が必要

である。 

108 年 

 
ジェンダーギャップを埋める

のに 108 年必要とされる 
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2018 年、紛争により 173 か所の

保健医療施設が破壊される 

女子教育基金 

ICN の女子教育基金（Girl Child Education Fund：

GCEF）は、発展途上国で、看護師の遺児である 18歳

未満の女児の初等・中等教育を支援している。 

この基金により、これまでケニア、レソト、スワジラ

ンド、ウガンダの数百人の女子が教育を修了すること

ができた。多くがコミュニティーのリーダーとなり、

他の女子の支援やエンパワメントを助けており、親に

倣って看護師になった者もいる。他者のケアのために

命を危険にさらすことも少なくないアフリカで、看護

師を支援するこのプログラムが成功しているのを目に

することは、大きな励みである。 

2019年 ICN大会においても、この基金のための募金イ

ベントが実施された。また、調査・革新的な概念モデ

ル・理論構築を通じて看護教育の発展に国際的な貢献

をした Joyce J. Fitzpatrick博士に ICN/FNIFインターナ

ショナル・アチーブメント・アワードが授与された。

さらに、プログラムの支援を受けた数人の女子と、ケ

ニアとスワジランドの基金コーディネーターに対する

ビデオインタビューも上映された。コーディネーター

は女子らを精神的にも支え、諸問題に対処していける

ように支援している。 

女性の地位委員会 

2019年 3月 11日から 22日にニューヨークの国連本部

で開催された第 63 回女性の地位委員会（Commission 

on the Status of Women：CSW）会議に ICN は参加

し、Maimonides 医療センターの支援でレセプション

を開催して、CSW に出席している看護リーダーらが

関係を築く機会を提供した。また、ICN は、Order of 

Malta Mission to the UN が主催する人身売買の撲滅を

めざす世界戦略活動にも参加。国連女性機関英国支部

が主催するパラレルセッションにおいて、ICN 会長が

「社会的に取り残された女性・女子や人身売買の犠牲

者へのジェンダーに対応する社会的保護」について講

演を行った。さらに、ICN は「女性の健康とエンパワ

メントの推進：世界の看護実践・教育・協議・パート

ナーシップにおける革新的な事例」というパラレルセ

ッションを主催した。 

気候変動 

ICN は、気候変動への対応と公衆衛生の保護・推進を

目的に、2011 年にダーバンで結成された Global 

Climate & Health Alliance のメンバーである。この団体

は、公平で持続可能な未来の共通ビジョンで結び付い

た、世界各国の保健医療と開発に関係する組織で構成

されている。また、ICN は、2019 年 5 月に発足した気

候と健康に関する行動推進のための WHO-市民社会ワ

ーキンググループの一員でもある。このワーキンググ

ループは、健康の保護・推進のため、気候変動への対

応を牽引する WHOと NGOの協力体制の強化を目的と

している。 

2019 年 11 月、Lancet Countdown 報告書が将来世代に

対する差し迫った健康危機を明らかにしたことを受け

て、ICN は、気候変動に取り組むため迅速な行動を各

国政府に呼びかけた。気候変動は、緊急的な行動がと

られなければ、人々の健康や生活に壊滅的なダメージ

を及ぼす、人類にとっての最大の健康リスクである。

ICN は、人類の健康とウェルビーイング、コミュニテ

ィーの繁栄、保健医療制度の有効性が、いずれも気候

変動によってダメージを受けつつあると訴えた。何十

年にもわたって積み上げられた公衆衛生の成果が失わ

れる可能すらあり、世界的な発展に対する重大な脅威

でもある。また、地球温暖化の影響で、世界全体で非

感染性疾患の発生率・罹患率が上昇するにつれて、十

分な教育と訓練を受けた看護師に対する需要が高まる

可能性もある。 

偽造医薬品 

2019年 5月、ICNは、第 72回 WHAの議題に取り上げ

られたのを機に、規格外・偽造医薬品に関する新しい

所信声明を発表した。規格外・偽造医薬品が人々の健

康に重大なダメージを与え、保健医療専門職と保健医

療システムに対する患者の信頼を大きく揺るがす危険

性があることを強く訴えた。ICN は、偽造医薬品の危

険性に対する認識の喚起を目的とした複数の利害関係

者が参画するキャンペーンである「Fight the Fakes」

のパートナーになっている。偽造医薬品は人々をリス

クに晒し、正しい治療に対する耐性を高める危険性も

あり、病気、障害、時には死の原因にもなりうる。

様々な組織や個人が参加するこの世界的な運動は、報

道こそ少ないが確実に拡大するこの公衆衛生への脅威

について声を上げ、認識の拡大を支援している。この

キャンペーンの目標は、個人的に被害を受けている

人々に発言の機会を与え、この公衆衛生に対する脅威

の抑止に取り組む人々の経験を共有することである。 

紛争や危機の中で健康を守る 

ICN は、「紛争下の保健医療を守る連合」の創立メンバ

ーである。保健医療施設・保健医療従事者・救急車・患

者の安全・安心に関する国際人道法や国際人権規約の尊

重を求め、武力紛争や市民闘争の中でもこれらの安全・

安心が守られることを目的として掲げている。ICN は、

赤十字国際委員会の「危機に立つ医療活動」にも密接に

関与している。武器使用による暴力の発生時にも保健医

療アクセスの安全性を確保することを目的とした活動で

ある。 

2019 年 5 月、「紛争下の保健医療を守る連合」の第 6年

次報告書が発行され、保健医療は今も攻撃の対象になっ

ており、必須の保健医療サービスの提供が妨げられ、患

者や保健医療従事者の負傷や死亡が発生していることが

明らかにされた。この『処罰されないまま：2018 年の紛

争下にある 23 か国における医療に対する攻撃（Impunity 

Remains:Attacks on Health Care in 23 Countries in 

Conflict in 2018）』と題された報告書は、国際人道法

と、2018 年に紛争地域の保健医療従事者を守るために策

定された国連決議とに対する違反 1,000 件近くを掲載し

ている。こうした違反により、病人やけが人、死に瀕し

た人々を助けるためにその場にいた 167 名の保健医療従

事者が死亡し、700 名以上が負傷した。 

2019 年 7 月、WHO は、コンゴ民主共和国におけるエボ

ラ出血熱の流行に関して、「国際的に懸念される公衆衛

生上の緊急事態」を宣言した。ICN も、この感染流行の

最前線で働く看護師への支援を表明した。また、流行を

阻止し、患者のケアにあたる保健医療従事者・家族・コ

ミュニティーを保護するための WHO の国際的な資金調

達の呼びかけに、支持を表明した。 

2019 年 9 月には、世界保健医療専門職同盟（WHPA）の

メンバーとともに、ICN もシリア北西部の病院を狙った

攻撃を糾弾し、直ちに空爆を中止する措置を講じるよう

に要求した。ICN は、「保健医療へのアクセスは人権で

あり、業務中に攻撃の対象とならない保健医療従事者の

権利も人権である。忌まわしい今回の攻撃は到底許しが

たい」と訴えた。 
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会員協会代表者会議（CNR） 

CNR は ICN の統治機関であり、マクロレベルの方針を

定める。加盟の承認、理事の選出、定款の改正、会費

の設定などが含まれる。各国代表は会員協会が自らの

代表として選出した看護師であり、必ずしも会員協会

の会長である必要はないが、ICN の看護師の定義に該

当していなければならない。CNR は隔年開催される。 

2019 年の CNR は、ICN シンガポール大会の直前に開

催された。85 の NNAs の代表が参加し、正確なデータ

へのアクセス（特に WHO『世界看護状況報告書』のた

めのデータ）、ICN 内部のガバナンスと戦略的意思決

定、2021年に ICNが引き継ぐ Nursing Now キャンペー

ンの今後という 3つの問題を中心に議論が行われた。 

会員数増加表彰 

CNR 開催中に、複数の ICN会員 NNAs が表彰された。

「会員数増加表彰」は、過去 4 年間に最も顕著な会員

数の増加を達成した NNA を表彰するもので、アンドラ

看護師協会に授与された。 

「会員の包括性/代表性の表彰」は、NNA への加入割合

が高まり、包括性と代表性を表す NNAs の成果を称え

る賞である。 

銀賞は、国内の看護師総数の 50%以上を会員とする

NNAs に授与される賞で、ボリビア看護師協会、デンマ

ーク看護師協会、グレナダ看護師協会、アイスランド看

護師協会、ジャマイカ看護師協会、セーシェル共和国看

護師協会、ルーマニア看護師助産師医療助手協会、セル

ビア保健医療従事者協会に授与された。銅賞は、国内の

看護師総数の 25%以上を会員とするNNAsに授与される

賞で、日本看護協会、台湾看護師協会、ガーナ登録看護

協会、モンテネグロ看護師助産師協会、スリナム看護師

協会に授与された。 

規制に関する国際フォーラム 

ICN とスペイン看護師協会は共同で、2019 年 2 月、マ

ドリードにおいて「規制に関する国際フォーラム」を開

催した。目的は、看護専門職の規制の将来を議論し、世

界の規制当局にとって目下の重要課題を検討することで

ある。このフォーラムには、世界各国から看護の規制に

関わるリーダーたちが参集し、看護規制の現状に関する

国ごとの報告、規制改革に関するプレゼンテーション、

グローバルヘルスと看護の課題が話し合われた。 

ICN 目標 2：会員のエンパワメント 

ICN は、3 本の柱を中心に NNA を強化し、地域および国内レ

ベルで重要な課題に取り組む力をつけることをめざします。 

900 万人 

2030 年までに 900 万人の看護師・

助産師が新たに必要とされる 
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60% 

WHO 加盟国の 60%は人口 1 万人あたり

看護師・助産師数が 40 人未満 

ICN ワークフォースフォーラム 

NNAs が主催して毎年開催される ICN のワークフォー

スフォーラムは、議論を刺激し、学習を強化し、最終

的には積極的な戦略を策定することを目標としてい

る。フォーラムは ICN の各プログラムの妥当性を維持

し、国際的な活動を支援する役割も負う。 

レバノン看護師協会と ICNは、2019年 2月にベイルー

トで ICN ワークフォースフォーラムを共同主催した。

会議では人材の不足、賃金や雇用条件、ケアアクセス

の改善やプライマリケアと地域保健医療サービスの整

備に向けた世界的な健康課題など、看護労働力の主要

な課題が議論された。フォーラムに参加した看護リー

ダーらは、安全な看護職員配置数、適切な労働条件、

患者とケアにあたる看護師のよりよい未来を確保する

ため、政府による緊急行動を要求する声明を発表し

た。 

第 20 回 ICN アジア・ワークフォースフォーラムが

2019 年 11 月 21 日から 22 日、韓国・ソウルで開催さ

れた。参加者は、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）達成を支援するため、看護師の教育、報酬及

び労働条件に投資するよう各国政府に求める声明を発

表した。アジア地域の 11のNNAsの代表者による議論

の焦点は、2020 年の「看護師・助産師の国際年」、

2020年 4月に公表される初の世界的な報告書『世界看

護状況報告書』、UHC 達成の支援において看護労働力

が直面する課題などであった。 

ICN 結核/多剤耐性結核プロジェクト 

ICN 結核/多剤耐性結核（TB/MDR-TB）プロジェクト

の目的は、患者ケア提供の改善をめざして、結核の予

防・ケア・治療のための世界的な看護の能力を構築す

ることである。2005 年以降、アフリカとアジア、ロ

シア連邦の 17 か国において、2,224 名の看護師が研修

を受けている。研修を修了した看護師は指導者とし

て、16 万 6,000 人以上の看護師・医師・コメディカ

ル・コミュニティーのメンバーに対して研修を行っ

た。ICN TB プロジェクトは、Lilly MDR-TB パートナ

ーシップを代表する Lilly 基金のご厚意で実現した

United Way Worlwide 助成金の支援を受けている。 

2019 年 1 月、TB/MDR-TB プロジェクト長は、

RESIST-TBと Unionの看護師コメディカル部会とのウ

ェビナーにおいて、『ICN/CITC 薬剤耐性結核治療の

副作用管理の看護ガイド（ICN/CITC Nursing Guide for 

Managing Side Effects to Drug Resistant TB 

Treatment）』を発表した。 

『ICN/CITC 薬剤耐性結核治療の副作用管理の看護ガイ

ド』は、ICN TB/MDR-TBプロジェクトのウェブサイト

において、英語、フランス語、スペイン語、ロシア

語、ポルトガル語、インドネシア語で閲覧できる。 

TB/MDR-TB プロジェクトは 2019 年 3 月、KwaZulu-

Natal 大学看護学部の教授陣の協力で、南アフリカのダ

ーバンで研究ワークショップを開催した。このワーク

ショップには、2018 年に研修を受けたエチオピア・レ

ソト・マラウイ・南アフリカ・ザンビアの看護師が再

招集され、研究提案に関する進展についてフォローア

ップが行われた。研究テーマは、「感染予防と管理」

「結核患者に対する保健医療従事者の偏見」「患者が

服薬順守しない理由」「保健医療従事者の結核に関す

る知識・態度・実践」「HIV 陽性患者における結核予

防のためのイソニアジド投与に関する実践」「薬剤耐

性結核治療中の患者の聴覚障害発生率」である。 

2019 年 3 月、「世界結核の日」に合わせ、TB プロジ

ェクトは、各分野でロールモデルやリーダーとして活

躍した結核看護師を顕彰して、 7 人のリーダー

（Leading Lights）を発表した。プロジェクト長は、結

核診断への尿ラテラルフローLAM 試験の使用の推奨に

ついて検証する、WHO 世界 TB プログラムガイドライ

ン検証グループの招待メンバーになっている。ウズベ

キスタンの全国結核学会で、外来患者のケアにおける

看護師の役割についてプレゼンテーションを行い、タ

シケント医科大学で 80名の看護大学院生に講義を行っ

た。 

国際移動 

2019 年 11 月、ICN は、国際的なキャリア移動と倫理

的な看護師の雇用に関して所信声明を発表し、各国政

府に看護師の国境を越えた移動に関するデータの監

視・公表と、倫理的な国外人材の雇用に関する WHO

基準の順守を訴えた。富裕国と貧困国の財源のアンバ

ランスは、倫理原則に則らない国外人材の無節操な雇

用につながり、脆弱な保健医療制度から、貴重な資産

である有資格看護師を奪い取ることになる。すべての

国が自国で教育・定着させる看護師の数を増やし、海

外から看護師を採用する場合には、倫理的な雇用プロ

セスを実施することが重要である。もちろん、多くの

看護師にとって、キャリアの流動性は重要である。こ

れによって、専門的な能力開発が可能になり、スキル

と資格を最大に高め、個人のキャリア目標を達成する

ことができる。そして、その対価として、能力を高め

た看護師が、適切な技能を持つ看護人材の不足に悩む

国々で看護ケアを提供する。 

ところが、国外で教育を受けた看護師が雇用者から不

適切な扱いを受ける事例が多くある。また、看護師を

失う余裕などない国が、海外からの貪欲な雇用が原因

で、十分な数の看護師が国内に残らない状況になる場

合もある。ICN の所信声明では、各国政府や雇用者に

対し、自国内の保健医療ニーズに見合う十分な看護師

を教育・訓練することによって、労働力不足に対応す

ることを求めるとともに、他国から看護師を雇用する

際には適切な方針を導入することを訴えている。 

CGFNS International Inc.が設立した看護師の海外移住

に関する国際センター（International Centre on Nurse 

Migration：ICNM）は、包括的な知識リソースとして

活動しており、ICN も協力している。このリソースセ

ンターは、看護師の国際移動と看護人材についての研

究と政策と情報の開発・推進・普及に重点を置き、政

策決定者や計画の立案者・実践者が広く利用できるニ

ュースや情報源、出版物などを取り扱っている。 
ICN120 周年 

ICN の 120 年の歴史を解説した双方向的な展示が、

シンガポール大会で発表された。展示とそのアプリ

ケーションによって、1899年 7月 1日の設立以降の

ICN の 120 年を双方向で辿ることができる。女性参

政権運動など 120 年の様々な浮き沈み、成功や苦難

を紹介し、最後に ICNと看護の未来への展望が示さ

れる。 

展示のための調査は、アイルランド王立医学大学看

護助産学部の名誉部長でポスドク研究フェローの

Marie Carney 教授が担当した。ICNの 120年の歴史

は、ICNウェブサイトでも閲覧することができる。 
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ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ 

世界最大の保健医療専門職である看護師は、ユニバー

サル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の実現に極めて重

要な存在である。UHC は、多くの ICN プロジェクト

や政策的取り組みで取り上げられている包括的なテー

マにもなっている。 

ICN 会長 Annette Kennedy は、他の組織と共同で 5 月

21日、UHCに向けた進展を目的とした「UHC 2030グ

ローバル・コンパクト」に署名した。プライマリ・ヘ

ルスケアを基盤としたUHCを通じて、「すべての人々

に健康を（Health for All）」の達成を支援する ICN の

ミッションを反映したものになっている。ICN は UHC

を戦略的優先課題のひとつと考えており、保健医療制

度の充実や、あらゆる政策での保健医療の視点の確保

や、分野横断的なアプローチを通じて、世界の保健医

療コミュニティーのUHCの提唱に積極的に協力してい

る。 
2019年 9月、世界の 2,000万人以上の看護師の声を代

表して、ICN は、ニューヨークで行われた国連初の

「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジに関する国連ハ

イレベル会合」に出席した。この会合の中で、各国首

脳・政府高官は、「ユニバーサル・ヘルス・カバレッ

ジ：より健康な世界を構築するためにともに動く」と

する政治宣言を発表。その中で、「すべての人々に健

康を」に対するコミットメントと、達成に向けた世界

的な取り組みを充実させることが再確認された。ICN

は、1,800 万人といわれる保健医療従事者（その半数

は看護師と助産師）の不足への迅速な対応を約束した

UN 加盟国によるこの公約を歓迎した。「強固で回復

力のある保健医療制度の重要な要素である看護師・助

産師を含め」、スキルを備えた保健医療労働力の教

育・能力開発・雇用維持を通じて対応が図られる。こ

の宣言は、人々の身体的・精神的健康と社会福祉を守

るためには、プライマリ・ヘルスケアが最も包括的・

効果的・効率的なアプローチであるという認識を明ら

かにしている。プライマリ・ヘルスケアは、UHC と

SDGs のための持続可能な保健医療制度の要なのであ

る。 

ICN は、2019 年 9 月にニューヨーク市で開催された第 74 回

国連総会の一般討論会の催しである複数の会合に出席し発言

した。「変化するニーズに対応し UHC を達成するための保

健医療労働力の教育の改革」「保健医療労働力の将来像：

NCD ケアと管理の最適化」「UHC の遂行：最前線からガイ

ドラインへ」に関するサイドイベントが実施された。また、

ICN、Jhpiego 及びジョンズホプキンス大学看護学部は、

「UHC 2030 への道を進む力：ナビゲーター・イノベータ

ー・アクセラレーターとしての看護師と助産師」というサイ

ドイベントを共催した。 

ICN 目標 3：戦略的リーダーシップ 

ICN は、人々と保健医療制度（保健医療と社会的ケアを含

む）と看護師の現在および未来のニーズを満たすため、看護

職を前進させる戦略的リーダーシップの発揮をめざします。 
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非感染性疾患 

毎年、非感染性疾患（NCDs）により 30 歳から 69 歳ま

での 1,500 万人もが亡くなっている。低所得国・低中所

得国は特に NCDs の影響が大きく、NCD による早死の

半数近くはこれらの国で発生している。看護師は NCD

との闘いに重要な貢献をしており、最大人数の保健医

療専門職として、NCD の予防・治療・管理の鍵となる

保健医療提供者である。最初の窓口としての看護師

は、NCDs の患者の検知・治療・照会だけでなく、

NCDs の予防に関する一般への情報・教育・カウンセリ

ングの提供にも有利な立場にある。 

あらゆる現場やサービスのレベルで、NCDs の予防・管

理の世界的な取り組みを支援できる看護職の能力構築

をビジョンとする ICNにとっても、NCDsは戦略的優先

分野である。 ICN は、世界・国内あるいは国特有の

NCD 行動計画に看護が関与すること、看護のリーダー

シップを強化し、分野横断的な連携や健康増進におけ

るスキルを醸成すること、地域の健康リテラシーと

NCDs とともに生きる患者の自己管理能力を強化するこ

とに取り組んでいる。 また、高度な看護実践の継続的

な発展と認知の必要性を認識し、これを主張してい

る。 

2019 年 6 月、ICN は、主要な利害関係者や著名な研究

者らとともに、「心血管疾患・糖尿病・脳卒中の管理に

重要度の高い医療機器の定義」のための諮問会議に出席

した。この議論は、WHO が様々な利害関係者とともに

発表するガイドラインとしてまとめられ、これら慢性症

状の管理の改善に利用される。2019 年 7 月には、循環

器の健康に関する世界連合（ Global Coalition for 

Circulatory Health）の他のメンバーとともに、国連総長

に対し、たばこ産業と国連システムの間の「もう少し微

妙な」関係を求めた国連ジュネーブ事務局長 Michael 

Møller 氏からの書簡を拒否するように求める意見書を作

成した。同連合のメンバーは、Møller 氏のコメントは

SDGs に向けた進展を脅かすものであり、WHO の「た

ばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」第 5 条 3 の

法的拘束力のある規定と直接対立すると考える。署名者

らは、事務総長に対し、公式にMøller氏からの書簡を拒

否し、国際社会にこの内容を無視するように促すことを

求めた。 

2019年 12月、WHOの非感染性疾患（NCDs）に関する

独立ハイレベル委員会は、最新の報告書『有言実行の時

（It’s time to walk the talk）』を発表。プライマリケアに

おける NCD とメンタルヘルスのサービス提供に看護師

が果たす不可欠な役割が強調され、新しい役割と責任を

担うために看護師のエンパワメントが必要であると述べ

られている。実現には「それを可能にする法律や有効な

政策、負担可能な費用で利用できる質の高い教育、雇用

者の貢献、支援の力になる財政モデル、リーダーシッ

プ、データと情報の収集・分析」が必要であるとしてい

る。 

2017 年に設置された NCDs に関するこの委員会は、

2030 年までの SDGs の実現をめざす。ICN 会長の

Annette Kennedy は、同委員会で唯一の看護の代表者

であり、会議の中で看護の声が反映され、委員会の報

告書の中で存在が見えることを具体化している。 

パーソンセンタード・ケア/患者安全 

看護の理念基盤は、健康に向けたパーソンセンター

ド・アプローチである。パーソンセンタード・アプロ

ーチは、機能的な保健医療制度、適切な技能を備えた

労働力、アクセスの問題への対応とともに、ユニバー

サル・ヘルス・カバレッジのために不可欠な構成単位

とされている。 

2019年 3月、サウジアラビアのジッダで開催された第

4 回世界閣僚会議に招待され、 ICN は「看護職員配

置：患者安全に対する影響」として講演を行った。こ

の会議の成果として、『患者安全と保健医療労働力の

安全のための看護職員配置に関する白書（White 

Paper on Nurse Staffing Levels for Patient Safety and 

Workforce Safety）』が、ICN とサウジ患者安全セン

ターによって作成された。ICN の「エビデンスに基づ

く安全な看護職員配置」と「患者安全」の所信声明に

基づいて作成されたこの白書は、2019年 6月にシンガ

ポールで開催された ICN 大会で発表された。幅広い情

報源からのエビデンスを集め、様々な国と背景情報を

網羅しており、適正な数の看護師が、適正な場所で、

適正な時に確保されることは、ケアの対象となる人々

に高い質と安全を提供し、看護師の定着にも役立つこ

とを明らかにしている。 

6月 17日・18日、ICNは、2019年 9月 17日に設定さ

れた初めての「世界患者安全の日」計画の諮問会議に

出席した。主催は WHO サービス提供・安全性部門の

患者安全・リスク管理ユニットである。「世界患者安

全の日」の機会に、 ICN とサウジ患者安全センター

は、共同声明と共同動画を発表した。看護職員配置と

患者安全とケアの質の間には明らかな関係があること

が強調されている。ICN と同センターは、患者の安全

確保に看護師と看護がもたらす影響を推進・主張して

いくため、パートナーと連携して、協力していく方針

を再確認した。 

2019 年 12 月、「患者連帯の日」を記念して、ICN と

国際患者団体連盟は、すべての人々のための安全な医

療を確保するため、「安全な患者中心のUHCに向けた

前進を加速する」ことを呼びかけた。世界人口の約半

数は、必要とする必須の保健医療サービスにすらアク

セスがなく、医療費負担のために貧困に陥る人は 1 億

人にのぼる。世界の保健医療労働力の半数以上を占め

る看護師は、患者をケアの中心に置く努力を続けてい

る。政府が看護師に投資する取り組みを拡大すること

が不可欠である。 

メンタルヘルス 

WHOは、既知の精神疾患を持つ人の 3分の 2近くは、

保健医療専門職の支援を受けたことがないと推定して

いる。偏見・差別・無視が、精神疾患患者にケアと治

療が届かない原因となっている。ICN は、メンタルヘ

ルスと NCDs を扱う時に、保健医療労働力がケアとア

ドボカシーとリーダーシップに果たす役割が十分認識

されていないことを憂慮する。また、メンタルヘルス

に関連する政策・戦略・法規の策定において、消費者

やコミュニティーが不在であることも懸念される。パ

ーソンセンタード・ケアやコミュニティーの関与は、

将来の実施計画において最前線かつ中心に置かれなけ

ればならない。 

ICNは、2019年 10月にジュネーブで開催されたWHO

のメンタルヘルス・フォーラムに出席した。多様な利

害関係者が WHO の「メンタルヘルス行動計画」の各

国での進展を話し合い、計画の実施に関する情報を交

換する機会となった。 

同じく 2019 年 10 月、「世界メンタルヘルスの日」が

実施され、世界数十億の人々に影響するメンタルヘル

スの問題に対し、意識の向上が図られた。2019年は自

殺防止に重点が置かれ、特に世界中で自殺件数が増え

ているため、高い評価を得た。 

4 億 5,000 万人 
世界で 4 億 5,000 万人が精神疾患に 

苦しんでいる 
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11,000 

2019 年の自然災害で

1 万 1,000 人が犠牲に 

ICN 世界看護指導者機関 

ICN の 世 界 看 護 指 導 者 機 関 （ Global Nursing 

Leadership Institute：GNLI™）は、戦略的リーダー

シップ・プログラムのひとつで、人々の健康・保健医

療・看護専門職を向上させる政策を主導できる世界各

国のトップに位置する看護師を養成している。 

2019年 6月にシンガポールで開催された ICN大会の期

間中、過去 10 年間に GNLI プログラムを修了した看護

門下生たちのネットワーク形成を促す目的で、「GNLI

同窓生ネットワーク・イベント」が初めて開催され

た。様々な国・集団に属するプログラム創設以来の

GNLI 修了者 45 名と、5 名の 2019 年度 GNLI 参加者を

イベントに迎え、GNLIによって戦略的政策リーダーシ

ップや将来の計画が推進されている様子について、体

験が共有された。 

2019年度 GNLIプログラムは、2019年 9月にスイス・

ジュネーブの郊外で開催され、26 か国から 28 名の学

生が参加した。参加者はジュネーブの WHO 本部を訪

問し、プログラム史上初めて、事務局長 Tedros 

Adhanom Ghebreyesus 博士と面会し、看護・助産専

門職の将来に関する懸念や提案、計画を交換・共有す

ることができた。パネル討議およびセッションは、

WHO 主任看護官の Elizabeth Iro 氏が司会を務め、

WHO の主なスタッフが参加した。また ICN 事務局も

訪問し、Jhpiego、世界医師会、赤十字・赤新月社国際

連盟、国境なき医師団から派遣されている ICN パート

ナーとも会談した。修了式には、ジュネーブ駐在の 10

名の大使・代表の臨席を得た。 

リーダーシップ・フォー・チェンジ 

1995 年に創設された ICN の「リーダーシップ・フォ

ー・チェンジ（Leadership for Change：LFCTM）」プ

ログラムは、看護実践の改善と健康アウトカムの向上を

目的として、組織的改革の実行に求められるリーダーシ

ップスキルを備えた看護師を養成することをめざしてい

る。LFCプログラムは、実施される国の看護協会と密接

に連携し、その国独自のニーズに対応して作成される。

各 LFC の最後に行われる「指導者養成ワークショッ

プ」は、各国の指導者に他の看護師集団を訓練する能力

を与えることにより、プログラムのメリットの国内での

持続可能性を確保するものである。現在のプログラムと

実施法が奏功して、指導者としての能力と効率を向上さ

せることができており、指導の対象となる人々にも重要

なメリットをもたらしている。ICN の LFC プログラム

は、すでに 40 か国以上で実施されている。 

2019 年 4 月、レバノン看護師協会との協力で実施され

たレバノン・ベイルートでの 3 回のワークショップで

は、参加した 21 名が修了した。参加者が取り組んだ研

究課題には、「レバノンの 7 つの病院で看護師・医師の

臨床情報を改善する通信システムの実施」「レバノンの

5 つの病院で使用される看護ケア必要度ツールの開発と

実施」「レバノンの看護師における職場の暴力と離職の

意思の評価」「ベイルートの病院における看護職の臨床

現場でのスマートフォンの適切な使用」「レバノンの民

間病院における患者満足度から患者体験の卓越性への移

行」がある。 

また 4月には、台湾看護師協会が LFCワークショップを

主催し、台湾から 16 名、インドネシアから 2 名、ミャ

ンマーから 2 名、ベトナムから 2 名、合計 22 名の看護

リーダーらが参加した。参加者は、以下のようなプロジ

ェクトについて取り組みを継続している。「台湾におけ

る看護師の専門職適応を向上させるための支援プログラ

ムの設置」「台湾の病院における多職種連携の実践に対

する看護師の認知・態度・実績を変える」「台湾のソー

シャルメディアにおける看護のイメージの変革」「イン

ドネシアの一般病院における看護管理者コア・コンピテ

ンシー基準の実施」「ベトナムにおける脳神経外科看護

師のためのアセスメント能力の向上」「ミャンマーの 6

つの病院の看護師長のための看護管理能力の強化」であ

る。 

現在 LFC 指導者またはコーディネーター（またはその

両方）の職にある看護師を対象とした LFC「指導者技

能更新講座」が、2019年 6月にシンガポールで実施さ

れた。更新講座により、各国協会はこの LFC プログラ

ムを国内で継続して実施することができるとともに、

世界の他の地域で LFC プログラムの新規実施の支援に

あたる指導者の数も拡大した。バハマ、ボリビア、チ

リ、ガイアナ、ジャマイカ、ヨルダン、ミャンマー、

マラウイ、モーリシャス、メキシコ、ノルウェイ、セ

ーシェル、南アフリカの 14のNNAsから指導者らが参

加した。 

看護政策リーダーシップ・プログラ

ム 
2019 年、Nursing Now が設定したナイチンゲール・チ

ャレンジに対応するため、ICN は新しい「看護政策リ

ーダーシップ・プログラム」を立ち上げた（28 ページ

参照）。戦略的リーダーシップに関するこの新しい取

り組みは、個々のリーダーとその組織の両方の発展

と、その相乗効果に重点を置いている。それぞれの組

織のニーズと状況に合わせて作成された短期の効果的

なプログラムが地域ごとに実施されるもので、目的

は、病院、地域サービス、大学、規制担当者、保健

省、非政府組織などにおける、既存と新規の看護リー

ダーの能力開発である。 

ICN と国際がん看護学会は、2019 年 6 月ジュネーブ

で、初めての「がん看護における政策リーダーシッ

プ・プログラム」を開催した。21 か国から 23 名の上

級看護リーダーが参加したこのプログラムは、

BristolMyersSquibb 基金のプログラム開発助成金から

も共同出資を得ている。成果を上げている ICN の

GNLITMを応用したプログラムであり、政策リーダーシ

ップの能力養成を目的として、世界各国で看護師によ

るがん管理を最適化することをめざしている。 

災害看護のコンピテンシー 

2019 年 11 月、ICN は WHO と共同で、災害看護にお

けるコア・コンピテンシーの改訂・更新版を発表し

た。新版の『災害看護に関するコア・コンピテンシー

（Core Competencies in Disaster Nursing）』は、災害

の予防・備え・対応・復旧について看護師が知ってお

くべきこと、できなければならないことを概説するも

ので、個人のキャリアや経験に応じて、看護師が持た

なければならないコンピテンシーを説明する形になっ

ている。「レベル 1」コンピテンシーは、病院・クリ

ニック・保健医療センターの看護師を含むすべての登

録看護師、およびすべての看護師教育者を対象とす

る。「レベル2」コンピテンシーは、「レベル 1」を達

成した看護師で、施設・組織・制度の中で指定災害対

応者である（あるいは希望する）者を対象とする。 
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ICN理事会は、優先課題である会員基盤の強化と収入の

多様化について、事業戦略を策定中である。理事会の

目標は、ICN学術集会・大会・イベントへのスポンサー

を拡大すること、看護実践国際分類（ICNP）のための

新規事業モデルを策定・推進すること、ICNの価値を推

進し会員基盤を拡大すること、新規・既存のプログラ

ムや取り組みを評価し、持続可能性と ICN の優先課題

との整合性とを判断することである。 

ICN 大会 

ICN は、2 年に 1 回、会員協会のひとつが主催して国際集

会を開催している。大会が開催されるおかげで、多方面の

課題について最新の情報を提供したり、全体会合で重要な

スピーチを設定したりできる。看護師にとっては、専門分

野・文化・国を越えて相互の関係を築き、看護の知識とリ

ーダーシップを充実させる素晴らしい機会になっている。 

シンガポール看護師協会が主催し、2019年 6月 27日か

ら 7月 1日にシンガポールで開催された ICN大会には、

120 か国から 5,000 名以上の看護師が参加した。この大

会のテーマは、「保健医療ケアを越えて健康に

（Beyond Healthcare to Health）」である。 

2019 年大会は、シンガポールのハリマ・ヤコブ大統領

をはじめとするシンガポール政府の閣僚、看護分野の要

人、国際的な保健医療の専門家の臨席を得て開幕した。

ヤコブ大統領は歓迎のスピーチの中で「1 人の命を救っ

たら、ヒーローであり、100 人の命を救ったら、看護師

である」と参加者に語りかけた。 

開会式の中で、2つの表彰が行われた。 

レバノンなど中東および北アフリカ諸国で危害軽減サー

ビスを導入した Elias Al Aaraj 氏に、モーイム・キム政

策革新・影響賞が授与された。同賞は、政策上の改革と

その影響の大きさを示した看護師に対し、2 年に 1 回授

与される賞である。また、ICN 開発パートナー賞は、中

国での「リーダーシップ・フォー・チェンジ」プログラ

ムを支援した Johnson and Johnson社に授与された。同

賞は、看護と保健医療の能力構築に卓越したリーダーシ

ップと投資を実行した基金、企業、非政府組織などの団

体を顕彰する賞である。 

大会の基調講演およびメインセッションでは、看護職と

世界の健康に重要な多様な話題が取り上げられた。パー

ソンセンタード・ケア、保健医療への投資、災害への備

え、非感染性疾患（禁煙戦略を含む）、看護のリーダー

シップと政策、プライマリケアにおける看護の改革、安

全な職員配置と患者安全、倫理、高度実践、ICN リーダ

ーシップ・プログラム、国際移動と離職防止、規制、人

身売買などがある。 

著名人の演者は、WHO 主任看護官 Elizabeth Iro 氏、

Nursing Now の共同議長である Sheila Tlou 教授と Nigel 

Crisp 卿、韓国元国務総理 Kim Hwang 氏、Linda Aiken

博士、Leslie Mancuso 博士、Khama Rogo 博士、Jim 

Campbell 博士、Cindy McCain 氏、Kevin Hyland 氏であ

った。 

WHO事務局長 Tedros Adhanom Ghebreyesus 博士も、

3 日目に ICN 大会を訪れた。事務局長は、満員の全体会

合で、「保健医療問題を越えて健康に向かうときが来

た。看護師と助産師はこの変革を主導する重要な役割を

担う」とスピーチ。出席者からは、スタンディングオベ

ーションが起こった。 

ICN 目標 4：革新的な成長 

ICN は、戦略目標に基づき、事業と利益創出の機会を特定・確保・多

様化することをめざします。 

2019 年国際看護師の日 

「国際看護師の日」は、毎年、フローレンス・ナイチ

ンゲールの生誕を記念して 5月 12 日に世界各地で祝わ

れる。ICN は、「国際看護師の日」のリソースとエビ

デンスの創出・普及を通じ、毎年この重要な 1 日を祝

賀している。 

2019 年の「国際看護師の日」のリソースとエビデンス

は、「看護師：主導する声 すべての人々に健康を

（Nurses: A Voice to Lead Health For All）」というテ

ーマで発表された。世界中の看護師の革新的な活動を

紹介した 2019年「国際看護師の日」は、すべての人が

必要なケアにアクセスできる世界の実現に向けて、看

護師の果たすべき重要な役割を扱った多数の事例研究

が紹介された。報告書では、看護師が自分たちの声に

患者の声も併せて、政治の議論の場に届けなければな

らないことも強調されている。 

2019 年「国際看護師の日」は、看護師と政策決定者に

向け、3つの重要なメッセージを掲げた。 

• 看護師は命を救い、健康とウェルビーイングを向

上・保護・推進する。 

• 看護師は、24 時間 365 日・一生涯にわたる・緊急

時・継続的なケアに関する保健医療サービス利用に

おいて、極めて重要なアクセスポイントである。 

• 看護師は、負担できる費用で利用可能な質の高いケ

アの基本である。 

報告書やポスター、動画、その他のリソースは

https://2019.icnvoicetolead.com/で閲覧できる。 

ノーベル平和賞候補 

ICN は、2020 年のノーベル平和賞に、2 人のオースト

リア人看護師 Marianne Stoger と Margaritha Pissarek

を推薦する呼びかけを支援している。2 人は 40 年以

上、韓国でハンセン病患者のケアに無償であたってき

た。彼女らを推薦する多国籍委員会の委員長である

Kim Hwang-sik 元韓国国務総理は、ICN シンガポール

大会で、委員会の活動について講演を行った。また、

大韓看護師協会が、この 2 人の看護師をノーベル平和

賞に推薦する嘆願書を作成し、 ICN 会長 Annette 

Kennedy と CEO Howard Catton も、推薦を支持する

動画を発表している。 

Nursing Now 

Nursing Now は、ICN と WHO が共同で取り組む、看

護の地位と評価を高めるための世界的なキャンペーン

である。21世紀の健康課題への取り組みの中心に立つ

看護師の養成を目的とした、バーデット看護信託のプ

ログラムのひとつである。 

2019年に複数の Nursing Nowグループが結成され、現

時点で世界各国 138 グループまで拡大している。残念

ながら ICN はそのすべてに参加することはできない

が、ブラジル、アイルランド、イタリア、スペインの

Nursing Now の設立式に出席しスピーチを行った。 

6 月 28 日、ICN 大会において、Nursing Now は「ナイ

チンゲール・チャレンジ」を開始した。保健医療の雇

用主が一丸となって、実践者・提唱者・指導者として

の次世代の看護師と助産師を鼓舞する、新しい世界的

な取り組みである。ナイチンゲール・チャレンジは、

看護師・助産師を雇用するすべての者がこのチャレン

ジを受け入れることを求めており、2020年には少なく

とも 1,000 人の雇用主が参加し、35 歳以下の看護師・

助産師少なくとも 2 万人が、この取り組みのメリット

を得ることをめざしている。9 月、ICN は初めての雇

用者対象のウェビナー「実践する看護師からの声

―ICN リーダーシップ・フォー・チェンジ TM」を開催

した。このチャレンジにはすでに 3 万人以上が登録

し、大きな成功を収めている。 

国際看護師協会 
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事務局長は、大阪で開催された G20 で保健医療への投

資を訴えたあと、ICN 大会にサプライズ訪問したもので

ある。 

大会では 2019 年看護学生大会も開催された。1 日のみ

のイベントであったが、各国から数百名の看護学生が参

加し、看護学生にとっての課題について双方向的なプレ

ゼンテーションやディスカッションが行われた。 

「政策アドボカシーカフェ」は、講演者と対面で話し合

う機会を提供し、参加者は講演者の革新的な活動につい

て意見を交換し理解を深めた。 

初めての試みとして、パネル討議とメインセッション

は、YouTube でライブ配信された。 

スポンサーシップ 

ICNは、ICN大会や年間を通じた ICNプログラム、プロ

ジェクトに対して支援・後援をいただいている以下の組

織に感謝の意を表する。 

• BristolMyersSquibb 基金 

• バーデット看護信託 

• CGFNS International 

• Gruppo Ospedaliero San Donato 

• 国際がん看護学会 

• Johnson & Johnson 

• 各州看護審議会全国連絡会（National Council of State 

Boards of Nursing：NCSBN） 

• スウェーデン国際開発庁 

• ならびに、シンガポール保健省、Lee 基金、D.S Lee

基金 

看護実践国際分類 

看護実践国際分類（ICNP®）は、地域・国内・国際レベ

ルで看護実践の説明と比較を容易にする国際基準を提

供するもので、1999 年の導入以来 18 か国語に翻訳さ

れ、現在、世界 15 か所の研究開発機関で、200 件以上

のプロジェクトが実施されている。隔年で ICNP の新版

が発表されている。 

2019年 ICNシンガポール大会において、ICNPに関する

情報提供セッションを開設し、2019 年版 ICNP の発表

を祝うとともに、国内の看護データを把握するメリット

や、看護職の未来がデータを通じてどのように変容しつ

つあるかについて話し合われた。大会ではまた、ノルウ

ェイとポルトガルにおける ICNP の導入と活用につい

て、また、看護や地域保健医療サービスに対するメリッ

トについて意見を聞く、オープンフォーラムが開催され

た。ICNP は、看護データの正確な把握や看護実践につ

いての報告を希望する各国が利用できる、十分に試行を

重ねた選択肢となっている。看護領域での観察と活動を

分類した ICNP は、健康状態と保健医療提供の改善を目

的とした意思決定や政策策定に利用でき、保健医療サー

ビス全体のコミュニケーションや実践の統計的報告を改

善し、質と安全性を高めると期待される。また、ケアが

提供されているあらゆる場所で、WHO の他の分類と合

わせて電子システム上で利用することができる。利用を

支援するため ICNP は多数の言語に翻訳されており、多

数のサブセットも利用できるため、幅広い保健医療の優

先課題の支援が可能である。 

 


